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‘International Radiation Protection Association’
国際放射線防護学会

放射線防護活動に携わる世界の研究者や技術者の情報
交換と技術向上を援助し、人類の福祉のため放射線の
医療、科学、工業技術への安全利用を図ることを目的
とする。1965年に設立。

IRPAとは?



IRPA会員は、医療、原子力、その他の産業分
野の実務者、規制当局、政府のアドバイ
ザー、研究者など、放射線防護のあらゆる分
野をカバーしています。

大規模な先進国から小規模な発展途上国の
実務者まで、あらゆる国の経験を網羅してい
ます。

53 加盟学会、68 カ国
- 19,000 人以上の会員

IRPAの加盟学会・会員



IRPAの使命

加盟学会を通して、IRPAは:
・放射線防護における優秀さ(エクセレンス）を促進する。

ü グッドプラクティスの収集と提供
ü 専門家としての特性向上とネットワーキング推進

・最高水準の専門家としての行動、スキル、知識を奨励する。

会員個々及び加盟学会に有益となるための活動を行う。
現場の研究者や技術者の意見及び経験(Voice)を聴き、組み入れていくことが
IRPAの役割でありビジョン



IRPA加盟学会2019年サーベイ結果

IRPA15総会資料より Bernard Le Guen, IRPA 執行理事とりまとめ https://www.irpa.net/page.asp?id=54824

大学/研究/教育

医学物理・他の医療関係者

原子力産業

その他の産業

専門領域
大学/研究/教育 18％
医学物理 17％
他の医療関係者 10％
原子力産業 17％

他の産業 7％
規制関係者 6％
コンサルタント 7％
政府関係者 8％
そのほか 10％

42%回答率

過去のサーベイ結果
女性/男性比 3:7



放射線防護の4つの柱と
これに関連する主な機関や組織



放射線防護システムに関するIRPA加盟学会からの
コンサルテーション

ü 放射線保護システムの有効性と、関係者に広く伝
え理解してもらうための能力について加盟学会か
ら意見を収集

ü '利用者コミュニティ'からの情報を、放射線保護システムの開発に関わ
るコミュニティに提供すること

ü 専門家以外のステークホルダーへの放射線とリスクのコミュニケーシ
ョンにおいて、加盟学会をどのように支援するのがベストかについて
IRPAに知らせること

コンサルテーションは2015年に開始 → 8加盟学会から
の回答をもとに結果の一部を公開

Journal of Radiological Protection (open access), 2018
- see IRPA website   http://www.irpa.net



IRPAコンサルテーションから提示された
主要な課題

放射線防護システムに関する実務者の見解
- と実務者はどのように伝えるか

l一般的な認識：複雑さと‘わかりやすさ’
l低線量でのリスク推定の不確実性をどう示すか
l自然BG放射線からの被ばくの文脈
l線量制限 - 特に公衆の線量制限
lALARAと合理性（＋保守主義＆グレーデッドアプローチ)
l放射線とリスクに関するコミュニケーションと一般公衆の

理解

ü IRPAに対して加盟学会や個人会員を支援してほしいという強い要望が出された。
ü 専門外の一般公衆に対するコミュニケーション能力を向上させるためのツールやトレー

ニングの提供



IRPA 理事（2016 – 2020）

President Roger Coates (UK) 
Vice-President Eduardo Gallego (Spain) 
Vice President for Congress Affairs Jong Kyung Kim (South Korea) 
Executive Officer Bernard Le Guen (France)
Treasurer Richard Toohey (US) 
Publications Director Christopher Clement (Canada)
Elected Council Members Ana Maria Bomben (Argentina)

Alfred Hefner (Austria)
Sigurður Magnùsson (Iceland )
Marie-Claire Cantone (Italy)
Klaus Henrichs (Germany)
Hiroko Yoshida (Japan)

黄色 – ヨーロッパから 7/12



IRPA の戦略的優先事項

ü パートナーの国際機関との連絡・やりとり

ü 放射線防護のシステムに関するコンサルテーション

ü ホライズンスキャニング

ü 医療分野の主要な国際機関, WHO ,IOMPなどとのインター
フェイス強化

ü 実装、現場への取り入れへのインパクトを強調



IRPAの プログラム

作業プログラム Work Programmes 

放射線防護システムのレビュー
ALARA, Reasonableness &     
Conservatism

ホライゾンスキャニング
医療フォーカスグループ
Society Admissions and Development 
Committee, SADC
社会参加開発委員会

職の未来
特性・能力の認識

IRPA のガバナンスと地域でのエンゲージ
メント
ウェブサイトの充実

作業グループ Working Groups

パブリックアンダースタンディングTG 
フェーズ 2
水晶体線量 TGフェーズ3
ソースセキュリティ TG
若手ネットワーク, YGN
放射線防護文化
ヘルスケア
高等教育・研究・教育(プロジェクト)



あらたに生まれ、発展する会員の主要な関心事を広くキャッチ、モニターし意見を
交換する。
国際的なレベルでの現在の動向が、放射線防護の実務者にとって重要になる可
能性があるか？
TGの活動はいくつかの主要な課題をとりあげてきた。: パブリックアンダースタン
ディング, 水晶体線量, 放射線防護文化など



医療分野の主要な国際機関, WHO ,IOMPなどとの
インターフェイス強化

Bonn Call for Action “IAEAとWHOの共同声明” 
適切な正当化・最適化に向けた取り組み

• 医療における効果的な放射線安全文化の構築に引き続き注力：

成果重視の活動に継続的に焦点を置く

• 医療従事者をはじめとするすべてのステークホルダーの意識向上、

教育・研修の充実を継続的に図る

• 特に透視下インターベンションとCTスキャンにおいて、複数の手技や

複合手技にさらされている高線量患者について新たに挑戦



ü English · برع · 中国語 · 日本語 · Español

ü 2014年3月から季刊

ü 28号 まで発行

l IRPA ニュース

l IRPA会報
(Bulletin)

l Twitter

l Shared pubs

IRPA website、IRPA Bulletin
Commission on Publications:
服部隆利、荻野晴之

日本語への翻訳は国際対応委員会のメンバーで分担

コミュニケーション



放射線リスクについての公衆の理解促進
(パブリックアンダースタンディング)TG フェーズ2 : 2017-2020

15 members and one student from 14 加盟学会から15人のメンバー + 
the International Organization for Medical Physics (IOMP) 

Hiroko Yoshida              (IRPA Lead/TG Chair)     
Roger Coates （IRPA EC)
Andrea Docters              (Argentina)
Zama Zituta                     (South Africa)
Samantha Cornacchia    (Italy)
Pete Cole                          (UK)
Hannes Stadtmann         (Austria)
Jim Hondros                     (Australia)
Chungshen Li                   (Canada)
Yujiro Kuroda                  (Japan)
Madan Rehani                 (IOMP)
Tanja Perko                      (Belgium)

Paul van Rooijen (Netherlands)
Sung Hwan Kim                (South Korea)
Nicole Martinez                 (US)

[+ Megan Hoover student]
Tamas Pazmandi (Hungary)                                                  
and more



放射線リスクについての公衆の理解促進
(パブリックアンダースタンディング)TG フェーズ2 : 2017-2020

狙い コミュニケーションの課題をより深く理解し、様々な状況（平常時
活動、緊急時、事故後の復旧期）に対応した施策をより良い形で実
施できるように、加盟学会や個々の専門家を支援する。

目的
リスクコミュニケーションにおける現在のグッドプラクティス
に関する既存の文献や勧告をレビューし、情報提供と実践
的な観点から加盟学会に提供する。
TGは、加盟学会が情報を提示する方法、放射線の話題に
関心のある一般市民や関連コミュニティとの連携方法、相
互理解のための一般市民との会話や議論の仕方につい
て、使いやすく実践的な情報（一般的なガイダンス）を提供
する。

2020年10月IRPA ウェブ
サイト上で公開



水晶体線量限度の取り入れに関するTG
フェーズ３: 2018-2020

IRPA  TG
Chair: Marie Claire Cantone (AIRP, Italy)
Vice-Chair: Mercè Ginjaume (SEPR, Spain)
Members:   Colin J Mar5n (SRP, UK) 

Sumi Yokoyama(JHPS, JAPAN)
Nobuyuki Hamada (JHPS, Japan) 
Jean-Marc Bordy (SFRP, France) 
Lawrence T Dauer (HPS, US) 
Cameron Jeffries (ARPS, Australia, New Zealand)
Olga Kashirina (SRGR, Russia)

Severino C Michelin (SAR, Argen5na) 
Arthur Omandi Koteng (EAARP, Eastern Africa) 
Ariel Duran (AUR, Uruguay)
Waraporn Sudchai, TINT, Thailand
Willie Harris, WHA RPWG



IRPA若手ネットワーク(YGN)リーダーシップ委員会

ü 放射線防護分野における若手の国際的なネットワーク（IRPA YGN）の構築
と協働を目指して、2017年末に活動を開始

ü "世界中の次世代の放射線防護専門家を奨励し、鼓舞し、発展させ、会員の
コミュニケーションと協力を促進する"

幹事:迫⽥晃弘(JHPS)、委員:河野恭彦（JHPS)

the Joint JHPS-SRP-KARP Workshop of YGN, 仙台 2019



さまざまなTG活動

ü Higher Education,Research and Teaching
(HERT) Radiation Safety Culture TG  

飯本武志
ü 非電離放射線(NIR)TG  

近本一彦
ü NORM産業における放射線防護TG 

岩岡和輝
ü Radioactive Source Security TG  

藤島かおり
ü Society Admissions and Development 

Committee  
大谷浩樹



新ECメンバーの内訳
ヨーロッパ 5人
北アメリカ 3人
南アメリカ 1人
アジア 2人
アフリカ 1人

今期（2021 – 2024）の IRPA 理事



今後のIRPAの優先事項

ü Tolerability, Reasonableness等に関するICRPとの連携によるRPシステムの
継続的な開発

ü 一般公衆（市民）関与とリスクコミュニケーションへの継続的な関与

ü WHOやIAEA(ほんの数例を挙げると)と協力して放射線安全文化に関する
コミュニケーションキャンペーンを実施

ü 私たちの職業の将来のための行動の計画

ü 医療専門職や国際医療学会との連携によるIRPAの役割強化

ü 加盟学会、特に小規模な学会との交流強化





IRPA15  ライブウェビナー
本日1月26日（火）21:00-22:30 


